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１．研究の動機 さい近、と会のアズマヒキガエルがぜつめつのききだとテレビで知りました。と会のアズマヒキガ
エルをまもるために、どんなところにアズマヒキガエルがいるのかをしらべることにしました。それから、山の中にくら
すアズマヒキガエルと、と会のアズマヒキガエルにどんなちがいがあるかも知りたいと思いました。アズマヒキガエルの
天てきは、ヤマカガシというヘビです（右図）。と会にヤマカガシはいません。山のおくにすんでいるどくヘビです。と
会のアズマヒキガエルは、と会にいない天てきのヤマカガシのことをわすれてしまっているかなと思いました。

２．予想 アズマヒキガエルは、池があるところにたくさんいると思いました。また、と会のアズマヒキガエルは、天てきのヤマカガシをわ
すれてしまっているかなと思いました。山おくのアズマヒキガエルはヤマカガシへのぼうぎょが上手かなと思いました。

３．研究の方法

ちょうさちについて
〇と会のちょうさち（目ぐろく・せ田がやく）

①東山公園
②きゅう東山公園
③せ田がや公園

〇山おくのちょうさち
ぐんまけんとねぐん水上町大みねぬま

つかまえた
アズマヒキガエル
のまとめ

つかまえたカエルの体を
でん子ノギスをつかって、
はかりました。つかまえ
たヒキガエルを、くべつ
するためです。長さをは
かったのは、下の図の4
つのぶぶんです。

ちょうさちのようす

ちょうさ①と会のアズマヒキガエルのぶんぷちょうさ 家の近くの公園でちょ
うさしました。と会では、どんなところに、アズマヒキガエルがいるかを、し
らべるためです。2025年2月から７月に、8～10回、公園に行きました。ちょう
さは、19じ30分～21じ30分に行きました。3つの公園で、ちょうさするみちをき
めました。まいかい同じみちをあるいて、アズマヒキガエルをさがしました。

ちょうさ②と会と山おくのアズマヒキガエルは、食べるものはちがうのか と会のアズマヒ
キガエルをまもるためには、えさになにを食べるのかを、しらべるのがひつようだと思いま
した。じっけんには、東山③と水上②のアズマヒキガエルに、さんかしてもらいました。二
ひきのカエルに、二日かん、ごはんをあげないようにしたあとで、じっけんをしました。え
さとして、ミールワーム、ゴキブリ（デュビア）のせい虫、ゴキブリ（デュビア）のよう虫、
フタホシコオロギをためすことにして、カエルが食べるかを、じっけんでしらべました。

ミールワーム フタホシコオロギ
デュビア(ゴキブリ)
左：よう虫右：せい虫

ちょうさ③天てき（ヤマカガシ）への、ぼうぎょ行どうが、と会と山おくのアズマヒキガエルでちがうのか

じっけんのようす

アズマヒキガエルは、あまり天てきがいません。耳の後ろにある耳下せんにどくがあるからで
す。だけど、ヤマカガシにはそのどくがききません。それだけでなく、そのどくを、じぶんのど
くにしてつかいます。と会にくらしているアズマヒキガエルが、山おくにしかいない天てきのヤ
マカガシをおぼえているかをしらべました。
ヘビの人形に色をぬって、ヤマカガシのもけいをつくりました。色をぬるときには、ほんもの
のヤマカガシのし体を見ながら、ぬりました。色をぬらないままにしたみどり色のもけいもつか
いました。ヤマカガシいがいのヘビへのぼうぎょも、しりたかったからです。二しゅるいのもけ
いを見たヒキガエルが、どんなぼうぎょ行どうをするのかを、しらべました。いしょうケースに、
ヒキガエルをいれて、20びょうまったあと、そのカエルに、もけいをちかづけました。とかいの
ヒキガエルは8ぴき、山おくのヒキガエルは7ひき、じっけんしました。

ぶんぷちょうさのようす

もけい作りのようす

行どうじっけんのようす

ちょうさ④と会のアズマヒキガエルと、山おくのアズマヒキガエルの、形のちがい アズマヒキガエルの耳の後ろには、どくをためるところ
があります。そこを、耳下せんとよびます。と会のアズマヒキガエルと、山おくのアズマヒキガエルでは、耳下せんの大きさに、ちがいがある
のかもしれないと思いました。と会と山おくで、天てきがちがうからです。体長と耳下せんの大きさ（㎜）を、グラフにしました。

ちょうさ⑤・⑥ アズマヒキガエルの⑤かいぼうと⑥こっかくひょうほんつくり かっていたアズ
マヒキガエルの一ぴきが、びょう気でしんでしまいました。ぼくは、このカエルの体について知る
ために、かいぼうをしてこっかくひょうほんをつくりました。かいぼうは、おいのりをした後、ゴ
ムいたの上に、おなかが上になるようにおきます。こうもんからハサミで切り、おなかをカタカナ
の「エ」のように切ります。その後、内ぞうと、かわと、きん肉を取り、はい水こうせんじょうえ
きにいれます。肉がとけたら、コルクボードにはりつけて完成です。
ちょうさ⑦・⑧ ヤマカガシの⑦かいぼうと⑧こっかくひょうほんつくり おとうさんがつ
くばの山おくで、ヤマカガシのし体をひろってきてくれました。ヤマカガシの体について知
るために、このし体をかいぼうしてこっかくひょう本をつくりました。おいのりの後、口の
あたりからはさみをいれて、かわをとります。頭とそうはいせつこうのまわりは、かわが、
とりづらいのでしんちょうにとります。その後、内ぞうを取り出し、ろっこつの間にはさみ
で切れ込みをいれます。ヘビのきん肉はうすすぎるので、くすりをつかってとかしました。
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４．研究の結果
ちょうさ①と会のアズマヒキガエルのぶんぷちょうさ
東山公園
・ちょうさしたみちは440メートル
・ちょうさは10回
・アズマヒキガエルを

31ぴきはっ見（右図赤点）
・ビオトープがある
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の写真

きゅう東山公園
・ちょうさしたみちは335メートル
・アズマヒキガエルを5ひきはっ見
（右図赤点）
・池はないが東山公園のビオトープから

100メートルくらいのところにある
（右図の赤色やじるしの先）
・東山公園側だけ、カエルがいた
・草むらも林もある ❶

❷
❸

世田谷公園
・ちょうさしたみちは660メートル
・アズマヒキガエルは見つからなかった
・大きなふん水のある池があるが、
ヒキガエルが入るのはむずかしそう
・広い林があるが、草むらはない
・３つの公園の中で、一ばん広い

❶
❷

❸

池のまわり
に多かった

東山公園

ちょうさ②と会と山おくのアズマヒキ
ガエルは食べるものは、ちがうのか

右図❶～❸の写真
❶
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右図❶～❸の写真
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東山③も水上②も、どのえさも食べ
ました（右図◎）。ゴキブリ（デュビ
ア）のせい虫だけは、東山③が、食べ
るまでに、じかんがかかりました（右
図○）。デュビアのせい虫は、一ばん
大きいえさでした。こんな大きなえさ
を、東山③は、食べたことがなかった
のかもしれません。だけど、さいごは
たべることができました。

山おくのカエルの水上①、②、③は、いろいろなぼうぎょ行どうをし
ました。一ばん大きな水上①は、ふんばっていました。水上②は、体を
ふるわせたり、頭を下げて体を丸めたりしました。水上③は、「クッ
クックッ。」と、ないておこっていました。水上④、⑤、⑥、⑦は①、
②、③よりも体が小さいです。水上⑥いがいはもけいにはんのうしませ
んでした。大きなカエルのほうが、ぼうぎょが上手なのかもしれません。

ちょうさ③天てき（ヤマカガシ）への、ぼうぎょ行どうが、と会と山
おくのアズマヒキガエルでちがうのか
カエルによって、もけいへのはんのうがちがいました。ふつうのヘビ
もけいに、はんのうした、と会のカエルは、８ぴきのうち２ひきだけで
した。ヤマカガシもけいには８ぴきのうち４ひきがはんのうしました。
ふつうのヘビよりもヤマカガシへのぼうぎょの方が、つよくのこってい
るのかもしれません。とくに東山②のぼうぎょは、はげしかったです。

東山②のずつき（３まいのれんぞくしゃしん）

体を丸める水上②

ちょうさ④と会のアズマヒキガエルと、山
おくのアズマヒキガエルの、形のちがい
と会のアズマヒキガエルは、体長が大
きいカエルほど、耳下せんのたてはばが
長くなっていました。山おくのアズマヒ
キガエルも同じでした。と会のアズマヒ
キガエルと、山おくのアズマヒキガエル
とで、耳下せんのたてはばの長さがち
がっているかは、しらべた数がすくない
ので、わかりませんでした。

ちょうさ⑤・⑥・⑦・⑧ アズマヒキガエルとヤマカガシのかいぼうと
こっかくひょうほんつくり
アズマヒキガエルはびょう
気だったので、内ぞうのかん
さつはしませんでした。アズ
マヒキガエルもヤマカガシも
きょうこつがないところは同
じでした。だから、どちらも
えさを食べるときに丸のみす
るのだとわかりました。

５．分かったこと
と会のアズマヒキガエルは、たまごをうむことができる池のまわり
にたくさんいることがわかりました。と会のアズマヒキガエルと山お
くのヒキガエルは食べるものは同じでした。と会のアズマヒキガエル
は、ヤマカガシもけいにぼうぎょをするカエルがおおかったです。山
おくのアズマヒキガエルの中でも、大きなカエルは、ヘビもけいへの
ぼうぎょが上手でした。しかし、山おくの小さなアズマヒキガエルは、
あまりヘビもけいにはんのうしませんでした。

６．研究のまとめ と会のアズマヒキガエルを守る
ためには、アズマヒキガエルが入ることができる池を
つくってあげることが大じだと思いました。また、ヘ
ビへのぼうぎょは、子どものときからのけいけんもか
んけいするかもしれません。子カエルをそだてて、ヘ
ビへのはんのうをじっけんしてみたいです。
また、岡宮久規博士（地球環境史ミュージアム
主任研究員）から、アズマヒキガエルを１ぴき１
ぴき見わける方ほうを教えてもらいました。１年
をとおして、アズマヒキガエルがどのようなとこ
ろでせいかつしているのかをちょうさしたいです。
それから、とうきょうのヒキガエルはアズマヒキ
ガエルとニホンヒキガエルのざっしゅがほとんど
だそうです。とうきょうで、じゅんすいなアズマ
ヒキガエルを見つけたいです。

そだてている子ヒキガエル

：ちょうさしてない

岡宮博士のけんきゅ
うしつに行って、ア
ドバイスをもらいま
した。


